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クビフロー

Kubeflow の導入

このセクションでは、 Kubernetes クラスタに Kubeflow を導入するために実行する必要
のあるタスクについて説明します。

前提条件

このセクションで説明する導入の演習を行う前に、次の作業をすでに実行していることを前提としています。

1. すでに稼働中のKubernetesクラスタがあり、導入するKubeflowバージョンでサポートされてい
るKubernetesのバージョンを実行している。サポートされているKubernetesバージョンのリストについて
は、 "Kubeflow の公式ドキュメント"。

2. KubernetesクラスタにNetApp Astra Tridentをインストールして設定しておきます。Astra Tridentの詳細に
ついては、 "Astra Trident のドキュメント"。

デフォルトの Kubernetes StorageClass を設定します

Kubeflowを導入する前に、Kubernetesクラスタ内でデフォルトのStorageClassを指定することを推奨しま
す。Kubeflowの導入プロセスで、デフォルトのStorageClassを使用して新しい永続ボリュームのプロビジョ
ニングが試行されることがあります。StorageClassがデフォルトのStorageClassとして指定されていない場
合、導入に失敗する可能性があります。クラスタ内のデフォルトの StorageClass を指定するには、導入ジャ
ンプホストから次のタスクを実行します。クラスタ内ですでにデフォルトの StorageClass を指定している場
合は、この手順を省略できます。

1. 既存のストレージクラスの 1 つをデフォルトのストレージクラスとして指定します。次のコマンド例は、

という名前のStorageClassの指定を示しています。 ontap-ai-flexvols-retain をデフォルト
のStorageClassとして設定します。

「 ONTAP-NAS-flexgroup 」の Trident バックエンドタイプには、かなり大きな最小 PVC サイ
ズがあります。デフォルトでは、 Kubeflow はサイズが数 GB しかない PVC のプロビジョニン
グを試みます。したがって、 Kubeflow の導入の目的で、「 ONTAP-NAS-flexgroup 」バックエ
ンドタイプをデフォルトの StorageClass として使用する StorageClass を指定しないでくださ
い。
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$ kubectl get sc

NAME                                PROVISIONER             AGE

ontap-ai-flexgroups-retain          csi.trident.netapp.io   25h

ontap-ai-flexgroups-retain-iface1   csi.trident.netapp.io   25h

ontap-ai-flexgroups-retain-iface2   csi.trident.netapp.io   25h

ontap-ai-flexvols-retain            csi.trident.netapp.io   3s

$ kubectl patch storageclass ontap-ai-flexvols-retain -p '{"metadata":

{"annotations":{"storageclass.kubernetes.io/is-default-class":"true"}}}'

storageclass.storage.k8s.io/ontap-ai-flexvols-retain patched

$ kubectl get sc

NAME                                 PROVISIONER             AGE

ontap-ai-flexgroups-retain           csi.trident.netapp.io   25h

ontap-ai-flexgroups-retain-iface1    csi.trident.netapp.io   25h

ontap-ai-flexgroups-retain-iface2    csi.trident.netapp.io   25h

ontap-ai-flexvols-retain (default)   csi.trident.netapp.io   54s

Kubeflowの導入オプション

Kubeflowを導入するには、さまざまなオプションがあります。を参照してください "Kubeflow の公式ドキュ
メント" を参照し、ニーズに最適な導入オプションを選択してください。

検証のために、次のツールを使用してKubeflow 1.7を導入しました。 "deployKF" 0.1.1。

例： Kubeflow の操作とタスク

データサイエンティストまたは開発者向けに Jupyter Notebook Workspace をプロビジ
ョニングします 使用

Kubeflow は、データサイエンティストのワークスペースとして機能する、新しい
Jupyter Notebook サーバの迅速なプロビジョニングを可能にします。Kubeflow コンテキ
スト内の Jupyter Notebook の詳細については、を参照してください "Kubeflow の公式ド
キュメント"。
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KubeflowでのNetApp DataOps Toolkitの使用

。 "NetApp Data Science Toolkit for Kubernetes" Kubeflow と組み合わせて使用できま
す。NetApp Data Science Toolkit と Kubeflow を使用すると、次のようなメリットがあり
ます。

• データサイエンティストは、NetAppの高度なデータ管理操作（スナップショットやクローンの作成など）
を、Jupyterノートブックから直接実行できます。

• Kubeflow Pipelinesフレームワークを使用すると、スナップショットやクローンの作成など、NetAppの高
度なデータ管理操作を自動化されたワークフローに組み込むことができます。

を参照してください "Kubeflow の例" ツールキットと Kubeflow を使用する場合の詳細については、 NetApp

Data Science Toolkit GitHub リポジトリのセクションを参照してください。

ワークフロー例- KubeflowとNetApp DataOpsツールキットを使用した画像認識モデル
のトレーニング

このセクションでは、KubeflowとNetApp DataOps Toolkitを使用した画像認識のための
ニューラルネットワークのトレーニングと導入に関連する手順について説明します。こ
れは、NetAppストレージを組み込んだトレーニングジョブの例を示すことを目的として
います。

前提条件

Kubeflowパイプライン内のトレーニングおよびテストステップに使用するために必要な構成を含むDockerfile

を作成します。
Dockerfileの例を次に示します。
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FROM pytorch/pytorch:latest

RUN pip install torchvision numpy scikit-learn matplotlib tensorboard

WORKDIR /app

COPY . /app

COPY train_mnist.py /app/train_mnist.py

CMD ["python", "train_mnist.py"]

必要に応じて、プログラムの実行に必要なすべてのライブラリとパッケージをインストールします。機械学習
モデルをトレーニングする前に、すでに稼働しているKubeflowデプロイメントがあることを前提としていま
す。

PyTorchとKubeflowパイプラインを使用して、小規模NNをMNISTデータでトレーニング

ここでは、MNISTデータでトレーニングされた小さなニューラルネットワークの例を使用します。MNISTデ
ータセットは、0から9までの数字の手書き画像で構成されています。画像のサイズは28x28ピクセルです。デ
ータセットは、60,000枚の列車画像と10,000枚の検証画像に分割されています。この実験で使用されたニュ
ーラルネットワークは、2層のフィードフォワードネットワークです。トレーニングはKubeflow Pipelinesを使
用して実行されます。のドキュメントを参照してください "こちらをご覧ください" を参照してくださ
い。Kubeflowパイプラインには、PrerequisitesセクションのDockerイメージが組み込まれています。

Tensorboardを使用した結果の表示

モデルのトレーニングが完了すると、Tensorboardを使用して結果を視覚化できます。 "Tensorboard"

は、Kubeflowダッシュボードの機能として使用できます。ジョブ用のカスタムテンソルボードを作成できま
す。以下の例は、トレーニングの精度とエポック数、トレーニング損失とエポックの数。
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Katibを使用したハイパーパラメータの実験

"カティブ" は、Kubeflow内のツールで、モデルのハイパーパラメータを試すために使用できます。実験を作成
するには、まず目的のメトリック/ゴールを定義します。これは通常、テストの精度です。メトリックが定義
されたら、再生するハイパーパラメータを選択します（optimizer/learning_rate/number of layers）。Katib

は、ユーザー定義の値を使用してハイパーパラメータスイープを実行し、目的のメトリックを満たす最適なパ
ラメータの組み合わせを見つけます。これらのパラメータは、UIの各セクションで定義できます。または、必
要な仕様で*YAML*ファイルを定義することもできます。以下はKatib実験の図です。
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NetAppスナップショットを使用してデータを保存し、トレーサビリティを確保

モデルのトレーニング中に、トレーサビリティのためにトレーニングデータセットのスナップショットを保存
したい場合があります。これを行うには、以下のようにパイプラインにスナップショットステップを追加しま
す。スナップショットを作成するには、 "Kubernetes向けNetApp DataOpsツールキット"。

を参照してください "KubeflowのNetApp DataOpsツールキットの例" を参照してください。
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5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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